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は　
じ　
め　
に

　

本
誌
で
は
石
橋
湛
山
の
生
涯
に
わ
た
る
多
面
的
活
動
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
湛
山
は
１
９
１
１
年
に
東
洋
経
済
新
報
社
に
入
社
、
１
９
２

５
年
に
同
社
の
代
表
取
締
役
・
専
務
取
締
役
に
就
任
し
て
か
ら
１
９
４

６
年
に
政
界
入
り
す
る
ま
で
の　

年
間
は
出
版
社
の
経
営
を
一
手
に
引

２０

き
受
け
て
き
た
。
当
然
な
が
ら
、
出
版
界
に
は
友
人
知
人
も
多
く
、
業

界
事
情
に
も
精
通
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
近
代
日
本
に
お
け
る
有
数
の

出
版
人
と
も
い
え
よ
う
。

　

評
伝
に
よ
れ
ば
、「
湛
山
は
、
言
論
人
・
経
済
評
論
家
・
政
治
家
と
い

う
三
つ
の
社
会
的
職
種
を
も
っ
て
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
つ
の
時

代
に
棹
差
し
た
」
と
さ
れ
る
（
増
田
弘
『
石
橋
湛
山　

リ
ベ
ラ
リ
ス
ト

の
真
髄
』
中
公
新
書
、
１
９
９
５
年
、
２
４
６
頁
）。
し
か
し
な
が
ら
、

出
版
人
と
し
て
の
湛
山
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
は
、
管
見
の
限
り
、
少

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

読
書
推
進
と
調
査
研
究
を
軸
と
し
て
日
本
の
出
版
界
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
出
版
団
体
で
あ
る
公
益
社
団
法
人
・
全
国
出
版
協
会

（
以
下
、
全
協
）
が
、
２
０
２
０
年
に
創
立　

年
を
迎
え
、
協
会
史
で

７０

あ
る
『
全
国
出
版
協
会　
　

年
史
』
を
公
刊
し
た
。
こ
の
団
体
の
初
代

７０

会
長
は
、
元
朝
日
新
聞
出
版
局
長
で
あ
り
、
戦
後
は
元
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
日
本
支
社
長
を
務
め
た
鈴
木
文
史
朗
で
あ
る
。
し
か
し
、

１
９
５
１
年
に
鈴
木
が
会
長
就
任
後
に
急
逝
し
た
こ
と
で
、
湛
山
が
名

誉
会
長
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
後
の
数
年
間
は
、
出
版
界
に
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
噴
出
し

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
当
時
の
状
況
の
中
で
、
か
つ
て
の
出

版
人
と
し
て
の
湛
山
が
全
協
の
会
長
に
就
任
し
た
意
味
を
各
種
資
料
か

ら
考
察
し
て
み
た
い
。

戦
後
の
出
版
界
の
混
乱

　

ま
ず
は
、
戦
後
・
前
後
の
湛
山
の
状
況
と
出
版
界
の
諸
問
題
に
つ
い

て
み
て
お
き
た
い
。

　

戦
時
中
の
湛
山
は
、
日
中
戦
争
か
ら
第
二
次
大
戦
中
に
浮
上
し
た

―　30　―

出
版
人
と
し
て
の
石
橋
湛
山

―
―
戦
後
の
出
版
団
体
会
長
就
任
―
―

目
白
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
准
教
授　

吉
   
　
田
   
　

則
   
　 
昭 

よ
し 

だ 

の
り 
あ
き



「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
広
域
経
済
圏
に
関
す
る
論
考
「
広
域
経
済
と
世

界
経
済
」（
１
９
４
１
年
）
が
問
題
視
さ
れ
、
当
時
の
出
版
団
体
で
あ

っ
た
日
本
出
版
文
化
協
会
・
飯
島
幡
司
専
務
理
事
か
ら
東
洋
経
済
新
報

社
社
長
辞
任
を
勧
告
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
政
策
を
つ
か
さ

ど
っ
て
い
た
の
は
情
報
局
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
組
織
と
の
つ
な
が
り
の

強
か
っ
た
出
版
団
体
の
ト
ッ
プ
か
ら
辞
任
勧
告
さ
れ
た
こ
と
は
異
例
で

あ
っ
た
。

　

１
９
４
１
年
以
降
、
出
版
界
は
一
段
と
統
制
色
を
強
め
、
国
家
総
動

員
法
の
勅
令
に
基
づ
く
出
版
事
業
令
が
出
さ
れ
る
に
至
る
と
、
出
版
用

紙
割
当
は
事
前
の
企
画
審
査
と
併
せ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
内
容
面
に
ま

で
の
干
渉
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

日
米
開
戦
後
の
１
９
４
３
年　

月
、
湛
山
は
『
新
報
』
創
刊　

年
の

１１

４９

挨
拶
で
、
先
に
ふ
れ
た
二
年
前
の
危
機
的
状
況
を
振
り
返
り
、「
東
洋

経
済
新
報
は
決
し
て
単
な
る
商
売
で
雑
誌
を
発
行
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
我
が
雑
誌
の
目
的
は
、
言
論
に
よ
っ
て
国
運
の
興
隆
に
寄
与
す
る

こ
と
に
あ
る
。
…
…
我
々
は
最
後
の
最
後
ま
で
、
国
家
に
対
す
る
自
己

の
使
命
と
信
ず
る
所
を
遂
行
し
、
其
の
上
で
若
し
要
す
れ
ば
花
と
散
ろ

う
」
と
不
退
転
の
決
意
を
述
べ
て
い
る
（
１
９
４
３
年　

月　

日
号

１１

１３

「
創
刊　

周
年
を
迎
え
て
」）。
す
な
わ
ち
下
手
に
時
局
に
迎
合
す
る
よ

４９

り
、
自
滅
し
て
も
良
い
か
ら
志
を
貫
こ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。

　
『
東
洋
経
済
新
報
』
は
、
す
で
に
こ
の
と
き
表
紙
を
併
せ
て
わ
ず
か

　

頁
ほ
ど
の
体
裁
の
雑
誌
と
な
っ
て
い
た
。
同
時
に
こ
の
時
期
、
湛
山

２０は
日
本
の
敗
戦
後
の
再
建
の
方
策
に
つ
い
て
も
す
で
に
検
討
を
開
始
し

て
い
た
。
１
９
４
５
年
３
月
、
東
京
大
空
襲
で
東
京
の
居
宅
を
焼
失
、

空
襲
激
化
に
対
処
す
る
た
め
に
、
新
報
社
の
編
集
局
の
一
部
を
秋
田
県

横
手
町
に
疎
開
さ
せ
た
。
終
戦
後
に
は
、
政
治
活
動
を
開
始
す
る
や
い

な
や
、
１
９
４
６
年
５
月
に
は
第
一
次
吉
田
内
閣
の
大
蔵
大
臣
に
就
任
、

そ
れ
に
と
も
な
い
東
洋
経
済
新
報
社
社
長
を
辞
任
す
る
ま
で
の
経
緯
は

周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
戦
後
の
出
版
界
は
、
１
９
４
５
年
８
月
以
降
、
言
論
出
版
の

自
由
が
と
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
戦
前
ま
で
の
抑
圧
か
ら
解
放

さ
れ
、
新
興
出
版
社
が
次
々
に
誕
生
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で

の
統
制
団
体
・
日
本
出
版
会
に
代
わ
る
新
た
な
出
版
団
体
・
日
本
出
版

協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
戦
時
中
の
出
版
界
は
企
画
審

査
と
そ
れ
に
と
も
な
う
用
紙
割
当
を
行
な
う
統
制
団
体
で
あ
っ
た
が
、

戦
後
は
出
版
界
の
自
主
的
な
運
営
を
つ
か
さ
ど
る
団
体
へ
と
そ
の
性
質

を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
急
遽
、
湧
き
お
こ
っ
た
の
が
、
出

版
界
の
戦
争
責
任
問
題
で
あ
っ
た
。
１
９
４
６
年
１
月
の
日
本
出
版
協

会
臨
時
総
会
に
お
い
て
戦
犯
出
版
社
が
追
及
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
総
会
の
場
で
、
左
派
か
ら
な
る
民
主
主
義
出
版
同
志
会
よ
り
緊

急
動
議
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
旺

文
社
、
主
婦
之
友
社
、
家
の
光
協
会
、
第
一
公
論
社
、
日
本
社
、
山
海

堂
の
７
社
を
出
版
界
の
戦
争
責
任
者
と
し
て
日
本
出
版
協
会
か
ら
除
名

す
る
決
議
を
行
い
、
そ
の
後
も
さ
ら
に　

社
を
追
加
す
る
。

１１

　

こ
の
総
会
で
の
戦
犯
出
版
社
の
追
及
に
よ
っ
て
、
日
本
出
版
協
会
内

に
出
版
粛
清
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
対
し
戦
争
責

任
を
追
及
さ
れ
た
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
主
婦
之
友
社
、
旺
文
社
、

博
文
館
、
目
黒
書
店
な
ど　

の
出
版
社
が
、
１
９
４
６
年
４
月　

日
に
、

２１

１５

自
由
出
版
協
会
（
会
長
・
大
橋
進
一
）
を
設
立
す
る
。
戦
争
責
任
を
め
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ぐ
り
、
出
版
業
者
の
団
体
が
分
裂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
二
つ
の
出
版
団
体
」
の
存
在
が
、
後
々
ま
で
出
版
界
の

「
用
紙
の
う
ら
み
」
か
ら
く
る
対
立
と
し
て
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
っ

た
（
立
花
隆
「
亡
き
父
が
見
た
出
版
大
粛
清
事
件
」『
文
藝
春
秋
』
２

０
０
５
年　

月
号
）。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
戦
前
か
ら
の
統
制
団
体
・
日

１２

本
出
版
会
に
よ
る
出
版
社
同
士
の
企
業
合
同
、
同
種
雑
誌
と
統
廃
合
問

題
な
ど
と
い
っ
た
出
版
統
制
の
禍
根
も
尾
を
引
い
て
い
た
（
吉
田
則
昭

『
戦
時
統
制
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―
―
１
９
４
０
年
代
メ
デ
ィ
ア
史

―
―
』
昭
和
堂
、
２
０
１
０
年
）。

　

戦
争
責
任
問
題
で
追
及
さ
れ
た
出
版
社
は
、
そ
れ
な
ら
ば
自
分
た
ち

で
独
自
の
団
体
を
作
る
と
し
て
結
成
し
た
の
が
、
自
由
出
版
協
会
で
あ

り
、
そ
の
後
継
団
体
が
、
冒
頭
で
述
べ
た
全
国
出
版
協
会
で
あ
る
。
自

由
出
版
協
会
は
、
戦
後
わ
ず
か
３
年
だ
け
存
在
し
た
出
版
団
体
で
あ
っ

た
た
め
に
、
そ
の
存
在
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

筆
者
は
、
こ
れ
ら
自
由
出
版
協
会
の
資
料
を
、
元
職
員
で
あ
っ
た
橘

経
雄
氏
（
１
９
１
０
―
２
０
０
５
）
の
ご
遺
族
か
ら
譲
り
受
け
、
目
下
、

資
料
集
の
復
刻
を
手
掛
け
て
い
る
。
橘
氏
は
、『
全
国
出
版
新
聞
』『
読

書
タ
イ
ム
ズ
』
編
集
長
を
経
て
、
そ
の
後
継
紙
で
あ
る
『
週
刊
読
書

人
』
創
刊
に
か
か
わ
っ
た
（
ち
な
み
に
、
長
男
は
元
朝
日
新
聞
出
版
局

長
の
橘
弘
道
氏
、
次
男
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
立
花
隆
（
橘
隆

志
）
氏
で
あ
り
両
氏
と
も
出
版
界
と
関
係
が
深
い
）。
そ
の
た
め
、
湛

山
の
こ
と
を
取
り
上
げ
た
新
聞
記
事
や
写
真
な
ど
を
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。

　

戦
後
直
後
の
日
本
出
版
協
会
と
自
由
出
版
協
会
の
戦
争
責
任
を
め
ぐ

る
対
立
は
、
や
が
て
１
９
４
７
年
以
降
、
沈
静
化
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
後
も
出
版
界
の
山
積
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
「
出
版
危

機
」
と
し
て
噴
出
す
る
。
同
年
３
月　

日
に
は
、
日
本
放
送
協
会
は

１０

「
出
版
危
機
を
如
何
に
し
て
打
開
出
来
る
か
」
を
主
題
に
放
送
討
論
会

を
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
湛
山
を

全
協
名
誉
会
長
に
迎
え
る
こ
と
に
、
当
時
の
全
協
役
員
た
ち
は
ど
の
よ

う
な
意
図
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

当
時
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
湛
山
は
１
９
４
７
年
に
公
職
追
放
に

遭
い
、
１
９
５
１
年
に
追
放
解
除
の
の
ち
、
日
々
政
治
活
動
に
忙
し
い

中
で
、
団
体
の
会
議
等
に
は
出
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
会
長
と
い
う
単
な
る
名
義
貸
し
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
出
版

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
、
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
よ
う
な
形
跡
も
う
か
が
え
な
く
も
な
い
。
以
下
で
は
、

当
時
の
出
版
界
の
中
で
湛
山
が
全
協
の
名
誉
会
長
に
迎
え
ら
れ
た
経
緯

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

湛
山
が
名
誉
会
長
に
迎
え
ら
れ
た
経
緯

　

本
章
で
は
各
種
歴
史
資
料
か
ら
湛
山
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

参
照
し
た
の
は
、
湛
山
関
係
文
書
、
湛
山
日
記
、
出
版
史
、
関
係
者
回

想
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
「
石
橋
湛
山
関
係
文
書
」
の

目
録
を
み
て
み
る
と
、
出
版
人
で
は
主
婦
之
友
社
・
石
川
武
美
か
ら
の

書
簡
が
二
通
残
さ
れ
て
い
る
。
石
川
は
、
戦
前
は
主
婦
之
友
社
の
社
長

で
あ
り
、
戦
時
の
日
本
出
版
協
会
の
会
長
・
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社

（
日
配
）
の
社
長
も
務
め
た
よ
う
に
、
出
版
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
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最
初
の
一
通
は
、
１
９
２
７
年
１
月
７
日
付
の
書
簡
で
あ
る
が
、
当

時
の
『
主
婦
之
友
』
の
記
事
に
湛
山
が
何
か
コ
メ
ン
ト
を
し
た
よ
う
で

あ
る
。
書
簡
に
登
場
す
る
女
優
の
衣
川
孔
雀
は
、
鎌
倉
で
湛
山
と
懇
意

だ
っ
た
泉
鏡
花
の
弟
子
で
あ
る
寺
木
定
芳
の
妻
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
関

係
の
こ
と
に
言
及
し
た
よ
う
で
あ
る
。
も
と
よ
り
湛
山
は
島
村
抱
月
が

松
井
須
磨
子
と
１
９
１
３
年
に
芸
術
座
を
組
織
し
た
時
、
そ
の
設
立
に

も
参
与
し
た
と
も
い
う
の
で
演
劇
に
も
詳
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
い
つ

の
時
点
か
ら
石
川
と
の
関
係
が
で
き
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
湛
山

は
戦
前
に
『
主
婦
之
友
』
に
も
二
、
三
回
寄
稿
し
て
い
る
。

　

も
う
一
通
は
、「
追
放
解
除
の
お
祝
い
」（
１
９
５
１
年
６
月　

日
２０

付
）
で
あ
る
。「
こ
の
た
び
解
除
の
吉
報
に
接
せ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
ま

こ
と
に
お
目
出
度
き
極
み
に
存
じ
ま
し
た
」
と
、
石
川
か
ら
の
お
祝
い

の
言
葉
が
あ
る
。
当
時
、
湛
山
は
追
放
解
除
後
、
自
由
党
に
復
党
す
る

時
期
で
あ
っ
た
。

　

次
に
「
石
橋
湛
山
日
記
」
で
あ
る
が
、
ま
ず
１
９
４
６
年
の
記
述
と

し
て
、「
昭
和　

年
１
月　

日
（
水
）　

午
前
中
在
鎌
。
出
版
業
戦
線
統

２１

３０

一
意
見
執
筆
。
夜
継
続
、
十
一
時
一
応
終
る
。」
と
あ
る
。

　

１
月　

日
が
、
先
述
し
た
日
本
出
版
協
会
臨
時
総
会
で
あ
っ
た
こ
と

２４

か
ら
、「
戦
犯
出
版
社
追
放
」
を
受
け
て
の
意
見
だ
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
、
こ
の
湛
山
の
意
見
な
る
も
の
は
、
刊
行
物
等
に
載
っ
た
こ
と
は
な

く
、
日
記
に
も
こ
の
他
に
関
連
す
る
記
述
も
な
い
。
日
本
出
版
協
会
宛

て
に
提
出
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。　

日
の
日
記
に
よ
れ
ば
湛
山
は
出
協

２４

総
会
に
は
出
席
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
先
述
し
た
全
協
初
代
会
長
の
鈴
木
文
史
朗
が
登
場
す
る
。

　
「
昭
和　

年
５
月　

日
、
鈴
木
文
史
朗
氏
の
紹
介
に
て
リ
ー
ダ
ー
ズ

２１

２７

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
午
餐
会
に
臨
む
。」

　
「
昭
和　

年
１
月　

日
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
の
チ
ェ
ン
バ

２２

２９

レ
ン
、
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
マ
キ
ボ
イ
（
引
用
者
―
デ
ニ

ス
・
マ
キ
ヴ
ォ
イ
日
本
支
社
長
）、
鈴
木
文
史
朗
、
西
山
元
終
連
次
長
等
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を
招
き
午
餐
。」

　

湛
山
が
大
蔵
大
臣
当
時
（
第
一
次
吉
田
内
閣
）
か
ら
、
英
語
に
堪
能

で
あ
っ
た
鈴
木
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ブ
レ
ー
ン
的
役
割
を
果
た
し
た
よ
う

で
あ
る
。

　
『
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
日
本
語
版
（
以
下
『
リ
ー
ダ

イ
』）
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
用
紙
と
共
に
直
輸
入
さ
れ
翻
訳
出
版
さ
れ

た
雑
誌
で
あ
っ
た
が
、
１
９
４
６
年
６
月
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
た
。

創
刊
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
人
々
は
掘
立
小
屋
ま
が
い
の
書
店
に
殺
到

し
、
発
売
日
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
た
と
い
う
。
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
日
本
支
社
は
、
神
田
に
事
務
所
を
開
き
、
初
代
編
集
長
に
鈴

木
が
就
任
し
た
。
鈴
木
は
１
８
９
０
年
生
ま
れ
で
、
元
朝
日
新
聞
社
常

務
取
締
役
を
経
て
、
戦
後
、
他
の
幹
部
と
と
も
に
朝
日
新
聞
社
を
退
社
、

１
９
４
８
年
に
『
リ
ー
ダ
イ
』
初
代
編
集
長
と
な
り
、
１
９
４
９
年
に

は
日
本
支
社
長
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、『
リ
ー
ダ
イ
』
の
購
読
部
数
は
、
日
配
の
第
１
回
全
国
需

要
調
査
（
１
９
４
７
年
３
月
）
で
は
、
合
計　

万
８
４
２
９
冊
、
第
２

８３

回
調
査
で
は
１
０
２
万
１
２
７
１
冊
（
同
年
６
月
）
と
、
戦
後
の
早
い

段
階
で
百
万
部
を
達
成
し
た
雑
誌
と
な
っ
た
。

　

１
９
４
７
年
５
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令
に
よ
り
公
職
追
放
（
蔵
相
辞
任
）

に
な
る
と
、
湛
山
は
、　

月
、
自
由
思
想
協
会
を
作
り
、
目
黒
書
店
ビ

１１

ル
の
一
室
を
借
り
て
事
務
所
を
置
き
、
文
化
人
や
芸
術
関
係
の
人
を
呼

ん
だ
勉
強
会
を
開
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
鈴
木
は
よ
く
名
前
が
出
て

き
て
い
る
。
公
職
追
放
に
あ
っ
た
と
き
も
、
英
文
の
反
駁
書
を
ア
メ
リ

カ
本
国
に
届
け
る
た
め
に
、
鈴
木
に
委
託
し
て
い
る
。

　

鈴
木
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
湛
山
は
日
記
に
は
記
し
て
い
る
が
、
名

誉
会
長
を
受
け
る
一
つ
の
理
由
は
、
鈴
木
の
後
任
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
全
協
側
か
ら
は
、
１
９
５
０
年
代
に
事
業
税
免

除
の
運
動
を
業
界
挙
げ
て
起
こ
そ
う
と
い
う
時
期
で
も
あ
っ
た
わ
け
な

の
で
、
元
大
蔵
大
臣
の
湛
山
に
何
ら
か
の
力
添
え
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
る
の
は
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
な
想
像
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
は
、
出
版
史
か
ら
み
た
１
９
４
０
年
代
の
出
版
界
は
、　

年
４９

３
月
に
は
日
配
が
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
の
適
用
指
定
を
受
け
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
か
ら
閉
鎖
機
関
の
指
定
を
受
け
て
活
動
停
止
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
前
年
ま
で
の
用
紙
不
足
問
題
を
乗
り
越
え
て
き
た
矢
先
の
こ
と
で
あ

っ
た
（
１
９
５
１
年
に
用
紙
統
制
は
撤
廃
）。
流
通
問
題
は
出
版
業
界

に
と
っ
て
、
次
に
押
し
寄
せ
て
き
た
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
４
９
年
４
月
に
は
、
中
央
公
論
社
、
婦
人
画
報
社
、

改
造
社
、
鎌
倉
文
庫
、
八
雲
書
店
、
日
本
出
版
協
会
脱
退
社
５
社
と
自

由
出
協
と
の
間
で
新
団
体
結
成
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
。
や
が
て
有
力

出
版
社
も
追
随
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
直
後
、
日
本
自
由
出
版
協

会
と
日
本
出
版
連
盟
が
と
も
に
解
消
し
、
計　

社
に
よ
り
成
る
全
国
出

３６

版
協
会
の
結
成
総
会
が
開
か
れ
た
（
初
代
会
長
・
鈴
木
文
史
朗
）。
全
協

会
員
社
の
雑
誌
・
書
籍
発
行
部
数
は
全
発
行
部
数
の
約　

％
を
占
め
、

６０

そ
れ
ま
で
の
有
力
団
体
で
あ
っ
た
日
本
出
版
協
会
を
凌
駕
し
、
実
質
的

に
最
有
力
な
出
版
団
体
と
な
る
。
そ
し
て
、
６
月　

日
に
は
、
全
協
発

２７

行
の
『
全
国
出
版
新
聞
』（
編
集
長
・
橘
経
雄
）
が
創
刊
さ
れ
、
の
ち
に

『
読
書
タ
イ
ム
ズ
』
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

日
配
解
体
後
の
出
版
流
通
の
問
題
は
、
９
月　

日
に
日
本
出
版
協
会

１０

系
の
出
版
社
が
主
力
に
な
り
、
日
本
出
版
販
売
株
式
会
社
（
日
販
）
が
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設
立
さ
れ
、
他
方
で
９
月　

日
に
は
全
国
出
版
協
会
系
の
出
版
社
が
主

１９

力
に
な
り
、
東
京
出
版
販
売
株
式
会
社
（
ト
ー
ハ
ン
）
が
設
立
さ
れ
た
。

　

特
に
東
販
に
お
い
て
は
、
東
洋
経
済
新
報
社
も
同
社
発
足
時
の
設
立

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
取
次
会
社
も
資
本
主
義
経
済
下
で
の
企
業
な
の

で
、
出
資
な
ど
で
創
立
に
協
力
し
た
出
版
社
に
は
、
取
引
条
件
（
正
味
・

歩
戻
し
）
な
ど
が
優
遇
さ
れ
た
。
東
販
創
設
時
の
会
員
社
は　

社
で
創

１８

立
前
夜
が　

日
だ
っ
た
た
め
、
同
志
的
な
出
版
社
の
集
ま
り
で
あ
る
一

１８

八
会
が
誕
生
し
て
い
る
。
出
版
業
界
に
お
け
る
取
次
会
社
は
、
版
元
と

書
店
を
む
す
ぶ
中
間
機
構
と
し
て
、
物
流
、
金
融
、
情
報
な
ど
で
今
日

に
至
る
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
関
係
者
回
想
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
１
９
４
６
年
か

ら
１
９
４
７
年
末
ま
で
湛
山
の
秘
書
を
務
め
た
谷
一
士
氏
（
東
洋
経
済

新
報
社
社
員
）
が
、
１
９
５
７
年
に
「
本
屋
仲
間
の
新
総
理
―
―
石
橋

首
相
の
読
書
あ
れ
こ
れ
―
―
」
と
題
し
て
、
出
版
団
体
の
共
同
主
催
に

よ
っ
て
総
理
就
任
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ

て
い
る
。

　

本
屋
仲
間
か
ら
総
理
大
臣
が
出
た
。
日
本
で
初
め
て
の
こ
と
、
お

そ
ら
く
世
界
に
も
余
り
例
の
な
い
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。「
本
屋
仲

間
…
…
」
と
い
う
と
、
石
橋
さ
ん
は
目
を
白
黒
す
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
長
ら
く
東
洋
経
済
新
報
を
主
宰
し
、
追
放
解
除
（
昭
和
二
十
六

年
七
月
）
以
来
し
ば
ら
く
、
全
国
出
版
協
会
の
名
誉
会
長
を
し
て
い

た
石
橋
さ
ん
だ
。
本
屋
仲
間
と
い
っ
て
も
差
支
え
あ
る
ま
い
。（『
装

苑
ニ
ュ
ー
ス
』
１
９
５
７
年
１
月　

日
号
）

１５

　

近
代
日
本
に
お
い
て
新
聞
記
者
か
ら
政
治
家
に
転
じ
た
ケ
ー
ス
は
多

か
っ
た
も
の
の
、
出
版
界
か
ら
政
治
家
に
な
る
例
は
少
な
か
っ
た
。
戦

後
こ
の
時
期
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
首
相
が
、
そ

し
て
日
本
で
は
石
橋
湛
山
首
相
が
誕
生
し
、
洋
の
東
西
双
方
で
出
版
界

出
身
の
縁
で
つ
な
が
る
首
相
が
相
前
後
し
て
出
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ

を
伝
え
る
秘
書
の
谷
の
筆
致
も
興
奮
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

『
全
国
出
版
新
聞
』『
読
書
タ
イ
ム
ズ
』
記
事
に
み
る
湛
山

　

前
章
ま
で
み
て
き
た
資
料
に
次
い
で
、
こ
こ
で
は
出
版
団
体
・
全
協

の
協
会
紙
『
全
国
出
版
新
聞
』『
読
書
タ
イ
ム
ズ
』
に
目
を
向
け
て
み

た
い
。
両
紙
の
湛
山
関
連
記
事
は
８
本
ほ
ど
見
つ
か
っ
た
。

　

ま
ず
『
全
国
出
版
新
聞
』
で
あ
る
が
、
１
９
５
１
年　

月　

日
付

１２

１０

「
新
聞
も
出
版
も
同
じ
�
文
化
財
�」
は
、「
松
本
公
益
事
業
委
員
長
よ

り
石
橋
会
長
に
来
翰
」
と
あ
る
。
全
協
の
委
員
長
が
、
湛
山
に
電
力
規

制
に
つ
い
て
陳
情
書
を
持
参
し
て
い
る
。
出
版
用
紙
、
印
刷
の
生
産
力

の
確
保
の
た
め
に
電
力
不
足
解
消
を
陳
情
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
同
紙
に
は
、
１
９
５
２
年
１
月
１
日
付
「
新
年
所
感
」

（
後
述
）、
１
９
５
２
年
４
月　

日
付
「
出
版
界
の
総
意
を
結
集
し
事
業

２５

税
免
除
に
猛
運
動
」（
七
団
体
代
表
連
名
）
に
湛
山
は
登
場
す
る
。
特

に
、
後
者
記
事
で
は
、「
戦
前
は
新
聞
と
出
版
と
は
同
様
に
事
業
税
が

免
除
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
新
聞
に
対
し
て
幸
い
に

事
業
税
が
免
除
さ
れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
出
版
に
対
し
て
は
事
業
税
が
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賦
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
に
存
じ
ま
す
」
と
、
出
版
団
体
連

名
で
運
動
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
同
年　

月　

日
付

１０

１０

「
石
橋
湛
山
氏
当
選
」
は
、「
石
橋
湛
山
氏
（
元
蔵
相
、
東
洋
経
済
新
報

社
々
長
、
全
国
出
版
協
会
名
誉
会
長
）
は
静
岡
県
第
二
区
よ
り
立
候
補

さ
れ
当
選
し
、
全
出
協
で
は
石
橋
会
長
当
選
を
祝
し
て
、
祝
賀
会
を
開

催
す
る
」
と
の
記
事
。

　

１
９
５
３
年
に
は
、
１
月
１
日
付
「
新
年
所
感
」（
後
述
）
の
ほ
か
、

同
年
４
月　

日
付
「
石
橋
・
羽
田
両
氏
当
選
」
の
記
事
、
１
９
５
４
年

２５

４
月　

日
付
「
日
本
出
版
界
の
推
進
力　

全
出
協
、
満
五
周
年
を
迎

２５

う
」
に
も
湛
山
が
登
場
す
る

　

そ
し
て
『
読
書
タ
イ
ム
ズ
』
の
記
事
に
は
、
１
９
５
５
年
５
月
１
日

付
「
出
版
界
の
推
進
体　

全
国
出
版
協
会
の
新
陣
容
」
で
会
長
と
し
て

の
湛
山
を
紹
介
、
１
９
５
７
年
１
月　

日
付
「
石
橋
首
相
祝
賀
会　

十

１５

八
日
、
東
京
会
館
で
開
催
」
は
、
出
版
業
界
あ
げ
て
（
出
版
団
体
連
合

会
、
雑
誌
協
会
、
出
版
ク
ラ
ブ
、
取
次
協
会
、
小
売
全
連
の
５
団
体
共

催
）、
総
理
大
臣
就
任
パ
ー
テ
ィ
ー
を
挙
行
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
戦
後
、
湛
山
の
政
治
家
と
し

て
の
存
在
感
が
増
す
に
つ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
出
版
つ
な
が
り
の
縁
で
、

出
版
団
体
側
は
出
版
界
の
幾
多
の
「
危
機
」
を
湛
山
の
政
治
力
で
突
破

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
全
国
出
版
新
聞
』
の
昭
和　

年
・　

年
の
新
年
挨
拶

２７

２８

　

さ
て
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
全
国
出
版
協
会
が
創
立　

年
を
今
年

７０

迎
え
た
が
、
急
逝
し
た
鈴
木
文
史
朗
の
後
に
湛
山
が
名
誉
会
長
に
迎
え

ら
れ
、
昭
和　

、　

年
の
『
全
国
出
版
新
聞
』
に
「
新
年
挨
拶
」
を
寄

２７

２８

せ
て
い
る
。
以
下
に
、
こ
の
二
回
の
「
新
年
挨
拶
」
全
文
を
提
示
し
て

お
く
。
当
時
の
湛
山
は
、
公
職
追
放
後
、
自
由
党
に
復
党
、
党
内
で
の

主
導
権
争
い
の
渦
中
に
あ
り
、
政
治
・
経
済
・
外
交
に
お
い
て
精
力
的

に
活
動
し
て
い
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　
　
「
新
年
所
感
」

全
国
出
版
協
会
会
長　

石
橋
湛
山　
　
　

 

 

（『
全
国
出
版
新
聞
』
昭
和　

年
１
月
１
日
）

２７

　

昨
年
は
講
和
条
約
の
調
印
に
よ
っ
て
、
我
が
日
本
が
独
立
を
回
復

す
る
段
取
り
の
で
き
た
年
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
経
済
界
の
景
況
は
、

引
続
き
は
な
は
だ
不
良
で
あ
り
ま
し
て
、
殊
に
出
版
事
業
を
含
む
中

小
企
業
の
苦
境
は
相
当
深
刻
の
よ
う
に
承
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
そ

の
中
に
あ
っ
て
、
わ
が
全
協
会
員
の
諸
君
は
よ
く
健
闘
さ
れ
、
一
人

の
落
伍
者
も
な
く
活
発
な
活
動
を
継
続
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に

喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
ま
た
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
新
し
く
迎
え
た
昭
和
二
十
七
年
は
、
い
よ
い
よ
講
和
条
約

も
発
効
す
る
年
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
ま
た
一
層
多
難
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
危
局
の
年
だ
と
申
し
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま

い
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
ま
た
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
は
な
は
だ

面
白
く
働
き
が
い
の
あ
る
年
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
を
、
こ
こ
に
述
べ
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
思
う

に
日
本
の
経
済
界
も
昭
和
二
十
七
年
の
あ
る
時
期
か
ら
は
必
ず
一
大
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転
換
を
見
、
良
な
る
方
向
に
進
む
と
信
じ
ま
す
。
辛
抱
は
、
も
う
し

ば
ら
く
と
考
え
て
、
ご
奮
闘
を
願
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
か
も
申

し
上
げ
た
通
り
、
日
本
の
出
版
界
に
は
、
か
ね
て
か
ら
幾
多
の
問
題

が
潜
在
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
出
版
文
化
の
向
上
の
た
め
に

は
是
非
と
も
こ
れ
等
の
問
題
の
急
速
な
る
解
決
を
要
し
ま
す
。
私
は

昭
和
二
十
七
年
の
全
協
の
事
業
と
し
て
、
ま
ず
適
当
の
調
査
委
員
を

設
け
、
具
体
的
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
掘
り
下
げ
、
確
固
た
る
出
版
文

化
向
上
策
を
立
案
す
る
事
に
努
力
せ
ら
れ
ん
事
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
「
新
年
所
感
」

全
国
出
版
協
会
会
長　

石
橋
湛
山　
　
　

 

（『
全
国
出
版
新
聞
』
昭
和　

年
１
月
１
日
）

２８

　

独
立
第
一
年
の
多
難
な
年
を
無
事
に
送
っ
て
、
こ
こ
に
新
し
い
昭

和
二
十
八
年
を
迎
え
得
た
こ
と
を
、
会
員
諸
君
と
と
も
に
先
ず
慶
賀

し
た
い
。

　

こ
の
新
年
が
諸
君
の
上
に
一
層
多
幸
な
年
と
な
る
べ
き
こ
と
を
祈

る
の
は
勿
論
だ
が
、
そ
れ
は
た
だ
待
っ
て
い
る
だ
け
で
来
る
の
で
は

な
く
、
昨
年
に
劣
ら
ぬ
精
進
努
力
の
結
果
と
し
て
諸
君
自
ら
が
戦
い

取
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
新
年
も
ま
た
多
難
な
年
で
あ
り
、

多
端
の
年
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
諸
君
の
勇
気
と
健
闘
を
信
じ

る
私
と
し
て
は
、
こ
の
昭
和
二
十
八
年
は
必
ず
諸
君
に
と
っ
て
輝
か

し
い
発
展
の
年
と
な
る
こ
と
を
見
通
す
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
二
十
七
年
の
出
版
業
界
は
大
き
く
見
て
整
理
安
定
の
年
で
あ

っ
た
と
思
う
。
そ
の
成
果
は
勿
論
未
だ
し
で
あ
り
、
今
年
に
持
ち
越

さ
れ
た
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
寄
与
し
た
全
協
の
役
割
は
偉
大
な

も
の
で
あ
っ
た
。
会
員
諸
君
に
大
い
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

昨
年
の
協
会
活
動
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
今
年
は
ま
た
業
界
の
具
体

的
な
問
題
に
適
時
、
適
応
の
活
動
を
強
力
に
展
開
し
、
業
界
に
お
け

る
全
国
出
版
協
会
の
「
よ
き
在
り
方
」
を
大
い
に
発
揮
し
て
貰
い
た

い
と
思
う
。

　

最
後
に
、
湛
山
の
名
誉
会
長
就
任
の
経
緯
に
つ
い
て
、
こ
の
『
全
国

出
版
新
聞
』
の
発
行
元
で
あ
る
全
国
出
版
協
会
に
何
か
資
料
は
残
さ
れ

て
い
な
い
か
問
い
合
わ
せ
て
み
た
が
、
協
会
史
『　

年
史
』
に
記
載
し

７０

た
以
上
の
こ
と
は
、
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り

『　

年
史
』
の
戦
後
直
後
の
記
述
も
、
本
稿
で
紹
介
し
た
橘
経
雄
氏
の

７０旧
蔵
資
料
を
筆
者
が
同
協
会
に
貸
し
出
し
た
も
の
が
基
に
な
っ
て
い
る
。

　

全
協
は
、
日
本
書
籍
出
版
協
会
（
１
９
５
７
年
）
と
日
本
雑
誌
協
会

（
１
９
５
６
年
）
が
設
立
さ
れ
た
後
に
一
時
、
休
眠
状
態
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
湛
山
が
い
つ
正
式
に
会
長
を
退
任
さ
れ
た

か
も
詳
細
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

吉
田
則
昭
氏　

１
９
６
５
年
生
ま
れ
。
立
教
大
学
社
会
学
部
卒
業
、

同
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
学
）。
現
在

目
白
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
メ
デ
ィ
ア
学
科
准
教
授
。
専
攻
は
社
会
学
、

メ
デ
ィ
ア
史
、
比
較
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
。
著
書
に
『
戦
時
統
制
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―
１
９
４
０
年
代
メ
デ
ィ
ア
史
―
』（
昭
和
堂
、
２

０
１
０
年
）、『
緒
方
竹
虎
と
Ｃ
Ｉ
Ａ
―
ア
メ
リ
カ
公
文
書
が
語
る
保
守

政
治
家
の
実
像
』（
平
凡
社
新
書
、
２
０
１
２
年
）
な
ど
が
あ
る
。
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